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南
丹
市
を
も
っ
と
元
気
に
！

南
丹
市
を
も
っ
と
元
気
に
！

地
域
の
個
性（
特
徴
）を
生
か
し
希
望
あ
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
個
性（
特
徴
）を
生
か
し
希
望
あ
る
ま
ち
づ
く
り

令和6年度当初予算
会計名 令和6年度 令和5年度 増減率

一般会計 237億8,000万円 251億5,000万円 5.4% 減

特別会計 89億3,088万円 89億9,133万円 0.7% 減

内　
訳

国民健康保険事業 39億9,100万円 40億5,870万円 1.7% 減

(事業勘定) 38億970万円 38億3,160万円 0.6% 減

(直営診療施設勘定) 1億8,130万円 2億2,710万円 20.2% 減

介護保険事業 42億9,940万円 43億3,110万円 0.7% 減

土地取得事業 8万円 8万円 増減なし

後期高齢者医療事業 6億4,040万円 6億145万円 6.5% 増

公営企業会計 60億352万円 61億7,435万円 2.8% 減

内 

訳
水道事業会計 17億5,155万円 18億5,132万円 5.4% 減

下水道事業会計 42億5,197万円 43億2,303万円 1.6% 減

合    計 387億1,440万円 403億1,568万円 4.0% 減
※金額及び増減率は端数調整しています。

【
基
本
方
針
】

　
令
和
６
年
度
は
、「
定
住
促
進
」を
中

心
に
据
え
な
が
ら
、「
５
つ
の
柱
プ
ラ

ス
１
」を
方
針
と
し
て
次
の
重
点
事
項

を
推
進
し
、
財
政
健
全
化
へ
向
け
た

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
」の
取
り
組
み
を
促
進
し

ま
す
。

１　

�

子
育
て
環
境
の
充
実
、
若
者
定
住

の
ま
ち
づ
く
り

２　

�

農
林
業
振
興
・
企
業
誘
致
に
よ
る

地
域
や
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り　

３　

�

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
福
祉
や
防

災
の
ま
ち
づ
く
り

４　

�

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り　

５　

�

教
育
・
文
化
と
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り

�　
　

�

行
財
政
改
革
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く

り

◆
一
般
会
計
歳
入
予
算

市
税　

 　

40
億
８
，
５
９
１
万
円

地
方
譲
与
税

３
億
２
，
９
８
８
万
円

地
方
交
付
税　

94
億
５
，
０
０
０
万
円

国
庫
支
出
金
・
府
支
出
金

39
億
４
，
３
８
８
万
円

繰
入
金　

12
億
４
７
１
万
円

繰
越
金　

１
億
円

市
債　
　

25
億
５
，
２
３
０
万
円

そ
の
他

21
億
１
，
３
３
２
万
円

合
計　

２
３
７
億
８
，
０
０
０
万
円

プラス１



3 広報なんたん5月号

生
涯
学
習
施
設
改
修
事
業

３
億
１
，
５
７
５
万
円

　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
、
屋
根
、
外
壁
、
電

気・照
明
設
備
、
衛
生
機
器
の
改
修
や
、

駐
車
場
整
備
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
学
校
教
育
環
境
整
備
事

業（
小
学
校
）

３
，
９
０
５
万
６
千
円

　
小
学
校
の
安
全
・
安
心
な
学
校
教
育

環
境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
美
山
小

学
校
体
育
館
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

都
市
計
画
公
園
事
業

（
園
部
公
園
再
整
備
事
業
）

１
億
１
，
０
１
５
万
３
千
円

（
内
６
，
８
０
０
万
円
）

　
公
園
内
に
あ
る
史
跡
等
を
史
料
に
基

づ
き
再
整
備
し
、
観
光
客
へ
の
案
内
看

板
等
を
充
実
さ
せ
、
観
光
客
の
京
都
市

内
か
ら
の
流
動
に
対
応
で
き
る
整
備
を

行
う
と
と
も
に
小
麦
山
山
頂
を
子
ど
も

の
遊
び
場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
事
業

９
３
９
万
３
千
円

　
京
都
丹
波
地
域
で
２
０
２
６
年
度
に

開
催
予
定
の
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
に

向
け
て
、
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
事
業

の
推
進
を
行
い
ま
す
。

農
業
関
連
施
設
等
管
理
費（
次
世
代
型

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業
）

８
，
０
２
３
万
６
千
円

（
内
３
，
５
０
０
万
円
）

　
資
源
の
広
域
的
な
活
用
に
よ
る
経
済

性
の
確
保
と
肥
料
効
果
の
高
い
消
化
液

の
生
産
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
た
バ
イ
オ

ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
基
本
設
計
を
行
い
ま

す
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
改
修
事
業

９
，
１
３
３
万
４
千
円

　
園
部
・
八
木
の
調
理
場
を
集
約
し
た

新
し
い
調
理
場
の
新
築
に
向
け
て
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
。

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
支
給
事
業

１
億
３
，
５
１
０
万
２
千
円

　
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
へ
の
影
響
が

大
き
い
低
所
得
世
帯
に「
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付

金
」を
支
給
し
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
整
備
事
業

（
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備
事
業
）

４
，
０
２
４
万
９
千
円

　

木
崎
町
地
区
を
中
心
と
し
た「
元
桐

ふ
れ
あ
い
広
場（
仮
称
）」及
び
城
南
町

地
区
を
中
心
と
し
た「
南
部
ふ
れ
あ
い

広
場（
仮
称
）」の
整
備
を
実
施
し
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
世
代
を
超
え

た
交
流
拠
点
エ
リ
ア
、
ま
た
有
事
の
際

に
お
け
る
一
時
避
難
場
所
と
し
て
の
広

場
を
設
置
し
ま
す
。

庁
舎
等
施
設
整
備
事
業

８
億
７
，
４
８
８
万
９
千
円

　
既
存
の
１・２
号
庁
舎
を
令
和
６・７

年
度
の
２
年
間
に
お
い
て
、
耐
震
改
修

工
事
な
ど
を
行
い
、
本
庁
舎
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

主 
要 

事 

業
▲日吉生涯学習センター

▲園部学校給食共同調理場▲八木学校給食共同調理場
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高
齢
化
が
進
む
今
日
、
介
護
を
必
要

と
す
る
方
や
そ
の
家
族
を
社
会
全
体
で

支
え
る
介
護
保
険
制
度
や
高
齢
者
の
日

常
生
活
を
支
援
す
る
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
で
住
民
が
主
体
と
な
り
、

互
い
に
支
え
合
う
取
組
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
持
続
可
能

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
と
と

も
に
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き

と
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
自
ら
が
介
護
予

防
に
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

南
丹
市
で
は
、『
健
康
で
生
き
生
き

と
、
つ
な
が
り
な
が
ら
暮
ら
せ
る
ま
ち
』

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
こ
の
ほ
ど
令
和

6
〜
8
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
南
丹

市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
9
期
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
高
齢
化
が
進
む
南
丹
市

介
護
予
防
の
取
組
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
必
要
で
す

　

令
和
6
年
3
月
末
日
現
在
、
本
市
の

高
齢
者（
65
歳
以
上
の
方
）数
は
1
万
８

６
２
人
で
、
高
齢
化
率
は
36
・
4
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
人
口
は
年
々
減
少
し
て
い
る

状
況
で
す
が
、
市
全
体
の
人
口
も
急
激

に
減
少
し
て
い
る
た
め
、
高
齢
化
は
ま

す
ま
す
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
に
お
い
て
介
護
や

支
援
が
必
要
な
方
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

65
歳
以
上
の
方
の
2
割
以
上
が
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
高
齢

者
の
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
介
護

予
防
の
取
組（
総
合
事
業
な
ど
の
地
域
支

援
事
業
）、
そ
し
て
、
互
い
に
支
え
合
え

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

医
療
や
介
護
等
が
必
要
に
な
っ
た
と
し

て
も
安
心
で
き
、
尊
厳
の
あ
る
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
の
増
加

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
は
、
第
8

期（
令
和
3
〜
5
年
度
）は
3
年
間
で
約

1
2
0
億
5
千
万
円
で
し
た
が
、
第
9

期（
令
和
6
〜
8
年
度
）で
は
、
約
１
２

８
億
8
千
万
円
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

高齢者の相談窓口「南丹地域包括支援センター」をご存じですか？
～ あなたの “心配ごと” 相談してください ～

　地域包括支援センターは、高齢者の生活を総合的に支えるための拠点です。「自
分や家族の介護に不安がある」「認知症について悩んでいる」「地域の活動や教室に
参加したい」など、皆さんのさまざまな悩みを相談してください。皆さんからの相
談は、介護・福祉・健康・医療など、適切な機関と連携して解決に努めていきます。
地域包括支援センターは、各町に設置しています。
　●園部事務所（市役所　中央庁舎内）　　　　　TEL　0771-68-3150
　●八木事務所（社協八木事務所内）　　　　　　TEL　0771-43-0551
　●日吉事務所（日吉はーとぴあ内）　　　　　　TEL　0771-72-0214
　●美山事務所（美山保健福祉センター内）　　　TEL　0771-75-1006

みんなで支える
『介護保険』

第9期  約128.8億円

南丹市高齢者福祉計画・
第９期介護保険事業計画を
策定しました
～健康で生き生きと、
　つながりながら暮らせるまち～

第8期  約120.5億円
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■
第
９
期
介
護
保
険
料
の

　

基
準
額（
年
額
）は
８
万
２
，
３
２
０
円

　

介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
、
計
画
期

間
の
3
年
間
に
見
込
ま
れ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
や
介
護
予
防
に
関
す
る
費

用
、
第
1
号
被
保
険
者
数
な
ど
に
よ
り

算
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
負
担
い
た

だ
く
保
険
料
は
、
本
人
及
び
世
帯
の
所

得
水
準
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
第
9
期
か
ら
所
得
段
階

区
分
を
国
の
標
準
的
な
段
階
に
合
わ
せ

て
13
段
階（
第
8
期
は
11
段
階
）に
設
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
1
段
階
か
ら
第
3
段
階
の

低
所
得
者
層
の
方
を
対
象
に
公
費
に
よ

る
軽
減
措
置
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

■
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
で

　

保
険
給
付
費
の
23
％
を
負
担
し
ま
す

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費
用
は
、

40
歳
以
上
の
方
が
納
め
る
保
険
料
と
、

公
費
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
の
改
定
の
状
況

　

今
回
の
改
定
で
は
、
第
8
期
と
比
較

し
て
基
準
額
の
月
額
が
5
0
0
円（
年
額

6
，
0
0
0
円
。
約
7
・
9
%
）の
大
幅

な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
基

盤
の
維
持
と
適
正
な
介
護
保
険
財
政
の

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
保

険
料
の
改
定
に
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
保
険
料
の
主
な
増
減
の
要
因

○【
増
加
】介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費

用
の
増
加（
介
護
報
酬
改
定
の
実
施
。

※
全
体
で
2
・
04
％
の
プ
ラ
ス
改
定
。

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
、
物
価
高
騰

へ
の
対
応
。
ま
た
、
介
護
施
設
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
増
な
ど
）

○【
増
加
】第
1
号
被
保
険
者
数
の
減
少

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
こ
れ
ま
で
よ
り

少
な
い
人
数
で
負
担
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
）

○【
増
加
】全
体
の
1
/
3
を
占
め
る
低

所
得
者
層（
第
1
〜
3
段
階
）の
保
険

料
負
担
割
合
が
下
が
る
こ
と
で
、
保

険
料
収
入
が
減
少

○【
減
少
】介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金

を
活
用
し
て
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

実
施

令
和
６
年
度
か
ら
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

例）保険給付費の場合の財源率内訳

第１号被保険者の介護保険料　（第９期：令和６～８年度） 【参考】�
第８期保険料（円）�
（軽減後）段　階 対　　　象　　　者 基準額

×割合
保険料額�（円）�
（軽減後）

第１段階
・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で市民税世帯非課税
・市民税世帯非課税で、
　本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下

× 0.455
年額

37,450 0.50
年額

38,160 

× (0.285) （23,460） (0.30) （22,890）

第２段階 市民税世帯非課税で、
本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超え120万円以下

× 0.685 年額 56,380 0.75 年額 57,240 
× (0.485) （39,920） (0.50) （38,160）

第３段階 市民税世帯非課税で、
本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が120万円を超える

× 0.69 年額 56,800 0.75 年額 57,240 
× (0.685) （56,380） (0.70) （53,420）

第４段階 市民税世帯課税・本人非課税で、
本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下 × 0.90 年額 74,080 0.90 年額 68,680 

第５段階 市民税世帯課税・本人非課税で、
本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超える 基準額 月額 6,860 基準額 月額 6,360 

年額 82,320 年額 76,320 
第６段階 市民税本人課税で、

本人の前年の合計所得金額が120万円未満 × 1.20 年額 98,780 1.20 年額 91,580 

第７段階 市民税本人課税で、
本人の前年の合計所得金額が120万円以上210万円未満 × 1.30 年額 107,010 1.30 年額 99,210 

第８段階 市民税本人課税で、
本人の前年の合計所得金額が210万円以上320万円未満 × 1.50 年額 123,480 1.50 年額 114,480 

第９段階 市民税本人課税で、
本人の前年の合計所得金額が320万円以上420万円未満 × 1.70 年額 139,940 1.70 年額 129,740 

第10段階 市民税本人課税で、
本人の前年の合計所得金額が420万円以上520万円未満 × 1.90 年額 156,400 1.80 年額 137,370 

第11段階 市民税本人課税で、
本人の前年の合計所得金額が520万円以上620万円未満 × 2.10 年額 172,870 2.00 年額 152,640 

第12段階 市民税本人課税で、
本人の前年の合計所得金額が620万円以上720万円未満 × 2.30 年額 189,330

第13段階 市民税本人課税で、
本人の前年の合計所得金額が720万円以上 × 2.40 年額 197,560

※低所得者の保険料軽減を図るため、第1段階～第3段階を対象に公費が投入されます。

  【問合せ先】高齢福祉課　℡（0771）68-0006
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　４月１日、ＪＲ園部駅東口で、
園部から京丹波町を経由し福知山
を結ぶ路線バス「園福線」の出発式
が行われました。
　園福線は、利用客の減少や運転
手不足により、西日本ジェイアー
ルバス株式会社が３月３１日を
もって撤退となりましたが、４月
1日より有限会社中京交通と京都
交通株式会社が運行することにな
りました。　
　ＪＲ線との乗り継ぎを考慮した
ダイヤや、運賃の値下げなどを行
い、利便性を確保しています。
　この日は、午前７時２５分、桧
山行きのバス第１便が乗客を乗せ
て出発、園福線の運行が開始され
ました。

利
便
性
向
上
に
向
け
て
運
行
開
始

４
／
１　
路
線
バ
ス
「
園
福
線
」
出
発
式

　３月30日から4月7日まで、美山町で「第
37回大野ダムさくら祭り」が開催されまし
た。
　最終日には満開の桜のもと、多くの来場
者が訪れ、屋台のおいしい食事に舌鼓を打
ちながら、花見を楽しむ様子が伺えました。
　また、地元の農産物や加工品などが当た
る抽選会や、ステージ発表もあり、美しい
景色と陽気な雰囲気で、会場全体が盛り上
がりを見せ、来場者からは満面の笑みがこ
ぼれていました。

　４月１日、南丹市国際交流会館で、令和
６年度南丹市消防団入退団式及び辞令交付
式が行われ、各階級の団員らに辞令が手渡
されました。
　南丹市消防団の野中大樹団長は「市民の生
活と財産を守るため、日頃の訓練に励んで
ほしい」と訓示がありました。
　また、今年度は南丹市消防団から９１名
が退団され、２０名が新たに入団されまし
た。

市
民
の
生
活
と
財
産
を
守
る

４
／
１　
南
丹
市
消
防
団
入
退
団
式
及
び
辞
令
交
付
式

第
37
回
大
野
ダ
ム
さ
く
ら
祭
り

▲野中団長から辞令を交付される団員

▲テープカットをする出席者

▲第１便となる桧山行きのバス

▲花見を楽しむ来場者の様子

満
開
の
桜
を
五
感
で
楽
し
む
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▲西村市長から委嘱状を受け取る委員

　4月22日、市役所で南丹市スポーツ
推進委員委嘱状交付式が執り行われ、
10名の委員に委嘱状が交付されまし
た。
　スポーツ推進委員は健康長寿社会の
実現を目指し、スポーツ推進のための
事業の連絡調整役やスポーツに関する
指導や助言を行います。
　西村市長は「子どもから高齢者まで
の健康づくりや、スポーツを通した人
とのつながりの創造のため協力いただ
きたい」と述べられました。

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
活
動

４
／
22　
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
嘱
状
交
付
式

▲出席者らで記念撮影

　八木町神吉地区に新たな自治振興会館
が完成し、4月13日に竣工式を行いまし
た。
　会館は旧神吉小学校のプールだった場
所に建てられ、今後は、地元住民の会議
や各イベントなどに活用され、地域振興
の拠点となることが期待されます。
　令和５年度神吉三区代表区長の谷口氏
は「多くの会議を重ね、ようやく立派な
施設が建てられた。この施設を有効活用
し、皆さんから愛される施設にしていき
たい」と祝辞を述べられました。

住
民
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て

４
／
13　
南
丹
市
八
木
神
吉
地
区
自
治
振
興
会
館
竣
工
式

▲西村市長（左）と加藤代表取締役社長兼グループCEO（右）

▲新設された八木せきれい西放課後児童クラブ外観

　南丹市で京都るり渓温泉 for REST 
RESORTとスプリングスひよしを運営
するKPG（カトープレジャーグループ）
のグループカンパニーである「株式会
社KPG HOTEL & RESORT」から企業
版ふるさと納税として寄附をいただき、
4月10日、西村市長から感謝状を贈呈
しました。
　寄附金については、映画「唄う六人
の女」の上映会や健康事業に活用され
ました。

　3月27日、八木西小学校に隣接して新
たに建築した八木せきれい西放課後児童
クラブの竣工式を行いました。
　これまで学校の校舎が手狭なため、近
隣の八木青少年センター2階を保育室と
して利用していました。
　完成した建物は、重量鉄骨造り2階建、
延床面積328.71平方メートルで3つの保
育室があり、親しみやすい設計となって
います。
　式典に出席した児童は、「大切に使っ
ていきます」と感謝の言葉を述べました。

地
域
密
着
の
活
動
で
地
元
に
貢
献

４
／
10　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
状
贈
呈

子
ど
も
ら
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
空
間

３
／
27　
八
木
せ
き
れ
い
西
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
竣
工
式
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的
な
取
組
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

新
庄
地
域
振
興
会
は
旧
新
庄
小
学
校

の
維
持
管
理
と
共
に
、
建
物
を
活
用
し

た
映
画
の
上
映
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
様

子
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
、
地
域
の
活

動
拠
点
と
し
て
住
民
の
心
の
つ
な
が
り

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

向
山
区
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
集
落

支
援
事
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
17

年
前
か
ら
由
良
川
河
川
敷
で
ゆ
ず
の
栽

培
を
始
め
、
今
で
は
優
良
な
ゆ
ず
に
育

ち
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
し
て
き

た
こ
と
、
ま
た
、
湖
畔
を
活
用
し
た
パ

タ
ー
ゴ
ル
フ
場
や
、
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
の

有
数
の
コ
ー
ス
が
あ
る
も
の
の
、
ア
ク

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
75
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
南
丹
市
編　

「
集
落
活
性
化
の
取
組
」
活
動
報
告
会

　

本
号
で
は
、
市
内
で
集
落
活
性
化
の

取
組
を
さ
れ
て
い
る
４
団
体
が
、
令
和

６
年
２
月
17
日
に
活
動
報
告
を
さ
れ
た

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
八
木
町
の
新
庄
地
域
振
興

会
と
令
和
３
年
度
ま
で
集
落
支
援
事
業

に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
美
山
町
向
山
区
、

現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
日
吉
町
の
住

み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会
、
園
部
町

の
宍
人
区
に
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
や
活
動
す
る
中
で
困
っ
た
こ

と
、
ど
の
よ
う
に
活
動
を
継
続
し
て
い

く
の
か
等
、
地
域
の
実
情
も
交
え
な
が

ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
50
名
の
参
加
者
が
、
先
進

セ
ス
道
路
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会
は
、

令
和
４
年
度
に
集
落
支
援
事
業
を
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
か
ら
、
旧

五
ヶ
荘
小
学
校
跡
を
活
用
し
、
立
命
館

大
学
と
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、
多
く

の
学
生
が
訪
れ
ま
し
た
。
今
後
の
よ
り

多
く
の
住
民
参
加
を
目
指
し
、「
未
来

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」で
こ
れ
か
ら
を
見
据
え

た
活
動
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

宍
人
区
は
、
令
和
２
年
度
に
集
落
支

援
事
業
を
始
め
ら
れ
、
従
来
の
古
い
し

き
た
り
や
ル
ー
ル
を
見
直
す「
区
の
仕
組

み
改
善
」や
、
区
民
が
一
緒
に
運
動
す
る

事
で
交
流
を
は
か
る「
元
気
で
長
生
き
活

動
」、
宍
人
城
整
備
を
軸
に
し
た「
歴
史・

自
然
保
存
活
動
」な
ど
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
苦
労
や
悩
み

を
率
直
に
語
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を

き
っ
か
け
に
、
話
し
合
う
土
壌
、
行
動

す
る
気
運
が
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、

集
落
支
援
員
に
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
集
落
支
援
員
室（
日
吉
支
所
内
）

　
℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８

▲活動報告会の様子

▲新庄地域振興会の発表

▲向山区の発表

▲住みよいむらづくり協議会の発表

▲宍人区の発表
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胡
麻
郷
小
学
校
で
は
、
年

に
２
回
人
権
旬
間
を
設
け
て
、

人
権
意
識
を
高
め
る
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組

で
は
自
分
や
友
達
な
ど
、
一

人
一
人
の
個
性
を
大
切
に
す

る
児
童
を
育
て
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
併
せ

て「
な
か
よ
し
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
、
今
の
自
分
を
振

り
返
り
、
自
分
を
知
る
時
間

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
前
期
人

権
旬
間
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
前
期
人
権
旬
間
で
は「
よ
さ
を
知
っ
て
つ

な
が
ろ
う
」を
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
ず
、
各
学
年
で「
自
分
の
よ
さ
や
が

ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
」「
好
き
な
こ
と
」を
ア

ピ
ー
ル
カ
ー
ド
に
書
き
ま
し
た
。

「
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
っ
て
何
だ
ろ
う
。」

　

始
め
は
、
な
か
な
か
書
き
出
せ
な
い
児

童
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生
や
友
達

に
褒
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
友
達
に
教
え
て

も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
の
よ
さ
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ピ
ー
ル
カ
ー
ド

は
校
内
に
掲
示
し
、
学
級
内
や
ペ
ア
学
年

な
ど
で
見
合
い
ま
し
た
。
学
級
内
で
は
、

カ
ー
ド
を
見
な
が
ら「
○
○
ち
ゃ
ん
も
ピ
ア

ノ
を
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
。」「
ア
ニ
メ
好
き

が
一
緒
だ
。」と
、
自
分
の
よ
さ
だ
け
で
な

く
、
友
達
の
新
た
な
一
面
や
頑
張
り
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
ア

学
年
で
は
、
カ
ー
ド
を
見
て
見
つ
け
た

よ
さ
を
手
紙
に
書
い
て
伝
え
合
う
こ
と

で
、
改
め
て
自
分
の
よ
さ
を
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
身
近
な
友
達

か
ら
認
め
ら
れ
る
経
験
を
通
し
て
、
児

童
は
友
達
が
自
分
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と

見
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
安
心
感

を
得
た
り
、
そ
の
こ
と
で
喜
び
を
感
じ

た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

児
童
一
人
一
人
の
自
己
肯
定
感
が
高

ま
り
、
充
実
し
た
気
持
ち
で
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
と
の
つ
な

が
り
で
あ
ふ
れ
る
胡
麻
郷
小
学
校
を
こ

れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

胡
麻
郷
小
学
校

人
権
教
育
主
任（
令
和
５
年
度
担
当
）

米よ
ね
田だ　
ち
か
子こ

103
「よさを知って “つながる ”」

▲人権旬間の取り組みの様子

—第91回—
消費生活情報

ら
れ
た
、
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

ポ
チ
ッ
と
す
る
前
に
必
ず
確
認
を
！

●
注
文
ボ
タ
ン
を
押
す
前
に
、
次
の

３
点
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
定
期
購
入
が
条
件
で
は
？

　
②
２
回
目
か
ら
の
価
格
は
？

　
③
解
約
の
条
件
や
連
絡
方
法
は
？

●「
注
文
を
確
定
」画
面
を
確
認
し
た

ら
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
残
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
人
を
誤
認
さ
せ
る
表
示
に
よ
り
消

費
者
が
注
文
し
た
場
合
は
、
契
約
を

取
り
消
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
ネ
ッ
ト
注
文
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
窓

口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事例  スマホで、回数縛りなし、電話１本
で解約OK、通常価格9,200円の美容ク
リームが1,980円で買えると広告を見て申
し込んだ。１回目の商品が届き、30日後
に２回目の商品3本で19,470円を送ると
書いてあり、業者に解約したいと電話す
ると、初回のみで解約す
る場合は通常価格との差
額7,942円を支払うよう
言われた。回数しばりな
しと広告に書いてあった
のに納得できない。

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
℡
１
８
８（
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や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　

 

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
　
月
曜・火
曜・金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
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水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
観
光
課
）

お気軽にご相談ください

そ
の
注
文
、定
期
購
入
で
は
？

●「
初
回
限
定
○
％
オ
フ
」「
ク
ー
ポ
ン

利
用
可
」「
回
数
縛
り
な
し
」な
ど
、
お

得
感
を
強
調
し
た
ネ
ッ
ト
広
告
で
、

美
容
・
化
粧
品
、
健
康
食
品
、
医
薬

品
な
ど
を
注
文
し
た
ら
定
期
購
入
が

条
件
だ
っ
た
、
２
回
目
か
ら
高
額
な

商
品
が
届
い
た
、
解
約
し
た
い
が
断

★★  

ひ
と
こ
と
助
言

ひ
と
こ
と
助
言  

★★

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い



10広報なんたん5月号

お知らせコーナー

個人住民税（市民税・府民税）の定額減税について
　国民の負担の緩和、デフレ脱却のための一時的な措置として、令和６年分の所得税および令和６年度分の個人住
民税（市民税・府民税）の定額減税が実施されることとなりました。
　個人住民税の定額減税の概要は以下のとおりです。

○ 令和５年中の合計所得金額が1,805万円以下の個人住民税所得割の納税義務者の方
　（給与収入のみの場合、給与収入2,000万円以下に相当）

　※ 個人住民税は一定の税額で課される均等割と所得に応じて税額が課される所得割から成りますが、
　　 定額減税は所得割が課税される方が対象となります。そのため、所得割が課税されない以下の方
     は定額減税の対象となりません。
　　　 ① 市・府民税が非課税の方
　　　 ② 市・府民税均等割・森林環境税（国税）のみの課税の方

○ 本人および控除対象配偶者を含めた扶養親族１人につき１万円

※１　定額減税の対象となる方は、国内に住所を有する方に限ります。
※２　同一生計配偶者及び扶養親族の判定は、原則、前年12月31日の現況によります。
※３　控除対象配偶者以外の同一生計配偶者の方がいる場合は、令和７年度分の個人住民税において 
　　　１万円の定額減税が行われます。

○ 定額減税は、全ての控除を行った後の所得割額（住宅ローン控除や寄附金税額控除など、全ての控除が
    行われた後の所得割額）から減税されます。均等割額からの定額減税は行いません。

○ 定額減税額は、市が保有する税情報（確定申告書、市民税・府民税申告書、給与支払報告書等）を基に
　 算出しますので、特段の手続きは不要です。
○ 定額減税の対象となる納税義務者の方については、市から送付する納税通知書または特別徴収額通知
　 書へ減税額を記載しますのでご確認ください。

対　象　と　な　る　方

減　　税　　額

手続きについて

《例》 個人住民税を納めていただく方（本人）、控除対象配偶者および扶養親族２人の計４人世帯
　　 （夫婦・子２人）の場合の計算例

   【減税額】  本人　+　控除対象配偶者　+　扶養親族２人 ＝ 計４人

　　　　　　本人（１万円）+　控除配偶対象者（１万円）+　扶養親族２人（２万円）
　　　　　　　
　　　　　　＝　計 ４万円
　　   【税額の計算】税額控除前所得割額が80,000円、税額控除が住宅ローン控除20,000 円、
　　　　　　　寄付金税額控除10,000円の場合

      所得割額   =   80,000円　－　20,000円　－  10,000円　－　40,000円    ＝　10,000円
　　　　　　　　　　（税額控除前所得割額）　（住宅ローン控除）　  （寄付金税額控除）　　　（定額減税額）　　　　  （所得割納税額）

     
　※　定額減税額を所得割額から減税しきれない場合は、後日、別途給付金（調整給付）として
　　　納税義務者の方に支給されます（現在、支給時期は未定です）。
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徴収方法（令和６年度分）

そ　の　他

○ 定額減税の対象となる方は下図の定額減税後の徴収方法での徴収となります。なお、定額減税
　 の対象とならない方は、通常の徴収方法での徴収となります。
 ① 給与からの特別徴収（給与天引きの場合）
　・　令和６年６月分は給与天引きを行わず、定額減税「後」の税額を11分割し、令和６年７月分～
   　　令和７年５月分までの11か月で給与天引きを行います。
　・　定額減税の対象とならない方は、通常どおり６月から12か月で給与天引きを行います。

 ②　普通徴収（納付書払や口座振替）の場合
　・　第１期分（６月分）の税額から定額減税額を控除し、第１期分から控除しきれない場合は、
　　　第２期分（８月分）以降の税額から順次控除します。
　※ 定額減税により、第１期の納付額がない場合は「前納」ができませんのでご注意ください。

 ③　公的年金等からの特別徴収（年金天引き）の場合
　・　 令和６年10月分の年金より天引きされる税額から定額減税額を控除し、控除しきれない場合は、12月分以

降の税額から順次控除します。仮特別徴収税額（令和６年４月分・６月分・８月分）からは控除しません。
　※  仮特別徴収税額のない方は、令和６年第１期、第２期（６月分、８月分）の普通徴収税額（納付書払）、令和６

年10月以降の特別徴収税額（年金天引き）の順に控除します。

通　
　
常

通　
　
常

通　
　
常

税
負
担

税
負
担

税
負
担

税
負
担

定
額
減
税
後

定
額
減
税
後

定
額
減
税
後

⎰
⎱

⎰
⎱

⎰
⎱

⎰
⎱

R6.6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7.1月 2月 3月 4月 5月

R6.4月 6月 8月 10月 12月 R7.2月

第1期（R6.6月） 第2期（8月） 第3期（10月） 第4期（12月）

R6.6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7.1月 2月 3月 4月 5月

R6.4月 6月 8月 10月 12月 R7.2月

第1期（R6.6月） 第2期（8月） 第3期（10月） 第4期（12月）

６月分は徴収されません

６月分から控除（控除しきれない場合は８月分から順次控除）

R5に確定・通知済み 10月分から控除（控除しきれない
場合は12月分から順次控除）

税
負
担

税
負
担

⎰
⎱

⎰
⎱

仮特別徴収税額
（前年度分の税額の1/2を３期分で徴収）

特別徴収税額
（当年度分の税額から仮特別徴収税額を

除いた税額を３期分で徴収）

○　減税しきれない場合の給付金（調整給付）の詳細は内閣官房ホームページ「新たな経済に
　　向けた給付金・定額減税一体措置」を ご参照ください。
○　所得税（国税）の定額減税の詳細は、国税庁ホームページ「定額減税特設サイト」を
     ご参照ください。
〇　所得税（国税）の定額減税については、最寄りの税務署へお問い合わせください。

◆　個人住民税（市民税・府民税）の定額減税の問合わせ先　税務課　0771-68-0004
内閣官房HP 定額減税特設サイト
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納期限のお知らせ

＜令和6年7月1日（月）納期限＞
・市府民税（普通徴収）第1期分　　
問税務課　ＴＥＬ0771-68-0004
・国民健康保険税第1期分　　　　　
問市民課　ＴＥＬ0771-68-0011
・介護保険料第1期分　　　　　　
問高齢福祉課　ＴＥＬ0771-68-0006
・保育所保育料等6月分　
・保育所延長保育料5月分　　
・一時保育料5月分　
・幼稚園給食費6月分　　
・幼稚園預かり保育料5月分　
・すこやか学園使用料6月分
問幼児教育・保育推進課　ＴＥＬ0771-68-0017
・市営住宅使用料6月分　　　　　　
問都市計画課　ＴＥＬ0771-68-0062
・学校給食費6月分　　　　　　　　
問学校教育課　ＴＥＬ0771-68-0056
・放課後児童クラブ負担金6月分　　
問社会教育課　ＴＥＬ0771-68-0057
※ 市税や各種料金の納付には、口座振替が

大変便利です。また、市税や一部料金では、
スマートフォンアプリで納付が可能です。

市民税・府民税・森林環境税の
納税通知について

　令和6年度の市民税・府民税が課税となり、納付方
法が普通徴収（納付書または口座振替による個人での
納付）の方と公的年金からの特別徴収（天引き）の方を
対象に、納税通知書を発送します。令和6年度からは、
森林環境税（国税）を市が徴収するため、合わせた税額
を記載しています。
●納税通知書発送予定日　令和6年6月6日（木）
※ 市府民税及び森林環境税が非課税の方や未申告（課

税資料なし）の方には、納税通知書は発送しません。
また、年税額の全額を給与からの特別徴収で納めて
いただく方には、勤務先を通じて特別徴収税額の決
定通知書（納税義務者用）によりお知らせしますの
で、納税通知書は発送しません。
●�公的年金からの特別徴収税額　原則として令和6年4

月1日現在65歳以上で要件を満たされる方は、公的
年金等に係る所得から算出される税額は公的年金か
らの特別徴収となります。その他の所得から算出さ
れる税額がある場合には、その額は普通徴収の対象
となりますので、通知書でご確認ください。

※ 日本年金機構から毎年6月上旬に発送される「年金振
込通知書」に記載されている「個人住民税額」の8月以
降の金額は、6月と同じ額が仮で記載されています。
そのため、南丹市から発送する納税通知書と金額が
異なる場合がありますが、実際の年金特別徴収の税
額は納税通知書に記載されている金額となりますの
で、ご確認をお願いします。
●�納期限　普通徴収の第1期の納期限は7月1日（月）で

す。
※ 定額減税により第1期分の期割納付額が無い（0円）場

合は「前納」できませんので、前納用の納付書は同封
しておりません（口座振替の方も「前納」できません
ので、第２期以降の各期別での引き落としとなりま
す）。

問税務課　ＴＥＬ0771-68-0004

自動車税（種別割）納期限の
お知らせ

　自動車税（種別割）の納期限は5月31日
（金）です。お近くの金融機関、郵便局また
はコンビニエンスストアで納期限までに納
付してください。
　なお、納税通知書が届いていない場合は
振興局税務課まで御連絡ください。
問京都府南丹広域振興局税務課
ＴＥＬ0771-22-0330

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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南丹市医師確保奨学金等貸与事業の募集について

　南丹市では、南丹市国民健康保険診療所で医師として働く意思のある方に対して、令和6年度より奨
学金等を貸与する制度を設けています。南丹市が定める期間、南丹市国民健康保険診療所で働くこと
により、奨学金等の返還が免除されます。
●�対象者　次のいずれかに該当する者で、「南丹市国民健康保険診療所」において医師の業務に従事する

意思を有する方。
（１）専門研修を受けている医師
（２）臨床研修を受けている医師
（３）大学院の医学を履修する課程に在学する医師
（４）大学の医学を履修する課程に在学する者
●募集人員　1名
●貸与額　月額15万円（年額180万円）
●貸与期間　令和6年4月〜令和7年3月
●貸与方法　年3回（9・12・3月）　銀行口座に振込
●応募方法　令和6年8月20日（火）午後5時までに申請書類を提出してください。
　書類および面接審査により予算の範囲内で貸与者を決定します。
問地域医療室　ＴＥＬ0771-75-1113

全国都市緑化フェアin京都丹波で地域の魅力をまるごと発信

　令和8年秋、日本最大級の花と緑の祭典「全国都市緑化フェア」を京都丹波エリア（亀岡市・南丹市・
京丹波町）で開催します。
　次の5つの「フェア拠点」で花や緑に関わる多彩な催しを行うほか、京都丹波全体を会場とみなし、農
村・里山風景や歴史・文化・芸術・食といった地域の魅力を、まるごと国内外に発信します。

フェア拠点

京都・亀岡保津川公園および周辺
亀岡運動公園および周辺
園部公園および周辺
わち山野草の森および周辺
京都府立丹波自然運動公園および周辺

　また、フェア拠点に加えて、京都丹波の魅力が感じられる場所や行事など、とっておきの推しスポッ
トを「フェアスポット」として今後募集し、京都丹波の宝物として広く発信する予定です。
　こうした取組を通じて、フェア終了後も「フェアスポット」などを活用しながら、地域の皆さんと協
働して、緑と活気あふれる地域社会を未来に紡いでいきたいと考えています。
問全国都市緑化フェアin京都丹波推進協議会事務局　ＴＥＬ0771-21-8301

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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校
等

を
含
む
）に
在
籍

●
金
額　
（
入
学
支
度
金
）国
公
立

全
日
制
６
３
，
０
０
０
円
、
私
立

全
日
制
１
７
８
，
０
０
０
円

●
入
学
支
度
金
支
給
日
　

７
月
31
日（
水
）

●
提
出
書
類　
申
請
書
、
世
帯
員

全
員
分（
被
扶
養
者
を
除
く
）の

市
・
府
民
税
課
税
証
明
書
、
母
子

（
父
子
）世
帯
等
の
事
実
が
確
認
で

き
る
書
類（
写
）、
在
学
証
明
書
、

印
鑑
、
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の

（
通
帳
等
）

●
申
請
方
法　
６
月
３
日（
月
）か

ら
７
月
１
日（
月
）ま
で
に
南
丹
保

健
所
福
祉
課
ま
た
は
南
丹
市
福
祉

相
談
課
・
各
支
所
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

問
南
丹
保
健
所
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
２
－
０
３
６
１

問
福
祉
相
談
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
３

特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
の
継

続
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。
継
続

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、次
の
期
間
内

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
継
続
申
請
受
付
期
間

６
月
３
日（
月
）～
７
月
31
日（
水
）

●
時
間　
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～

５
時

●
場
所　
京
都
府
南
丹
保
健
所

※
詳
細
は
対
象
者
に
継
続
申
請
案

内
を
郵
送
し
ま
す
。（
５
月
末
頃
）

問
京
都
府
南
丹
保
健
所
保
健
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
２
－
２
９
７
９

令
和
６
年
度
慰
霊
巡
拝
の
実
施
に

つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦

域
と
な
っ
た
陸
上
及
び
遺
骨
収
集

の
望
め
な
い
海
上
等
に
お
け
る
戦

没
者
、
ま
た
は
旧
ソ
連
・
モ
ン
ゴ

ル
地
域
に
お
い
て
抑
留
中
に
死
亡

し
た
方
を
対
象
と
し
た
、
遺
族
代

表
に
よ
る
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
の
現
地
の
治
安
状
況
を
踏

ま
え
、
慰
霊
巡
拝
の
実
施
が
見
合

わ
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
遺
族
に
つ
い
て
は
選
考
基

準
が
あ
り
、
巡
拝
費
用
に
つ
い
て

も
参
加
者
負
担
が
あ
り
ま
す
。

問
福
祉
相
談
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
３

市
営
住
宅（
公
営
住
宅
）の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す

●
申
込
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

②
現
に
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

場
所
が
あ
る
こ
と
。

※
他
に
、
収
入
額
な
ど
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
す
る
住
宅　

５
月
31
日

（
金
）以
降
に
、
市
役
所
、
各
支
所

等
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

６
月
４
日（
火
）

～
６
月
14
日（
金
）（
土
・
日
を
除

く
） 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

●
申
込
方
法　
住
宅
入
居
申
込
書

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
方
法
は
持
参
の
ほ

か
、
必
要
書
類
を
同
封
の
う
え
、

郵
送
も
可
能
と
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
募
集
期
間
内
に
都
市

計
画
課
に
必
着
す
る
こ
と
）

※
入
居
者
募
集
案
内
書
、
提
出
書

類
様
式
は
５
月
31
日（
金
）か
ら
各

受
付
場
所
に
て
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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●
受
付
場
所　
都
市
計
画
課
お
よ

び
各
支
所
総
務
課

※
各
支
所
総
務
課
で
の
受
付
は
、

持
参
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
に

限
り
ま
す
。

●
入
居
選
考　
入
居
資
格
を
有
す

る
方
の
中
か
ら
、「
南
丹
市
営
住

宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
」に
基
づ
き
選
考
し
ま
す
。

●
入
居
予
定　
令
和
６
年
８
月
下

旬※
令
和
６
年
度
中
の
市
営
住
宅
等

（
公
営
住
宅
）の
入
居
者
募
集
に
つ

い
て
は
、
６
月
、
９
月
、
12
月
、

令
和
７
年
３
月
の
年
４
回
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
諸
事
情
に
よ
り

前
後
す
る
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

人
材
募
集

自
衛
隊
各
種
採
用
試
験
に
関
す
る

ご
案
内

〈
幹
部
候
補
生（
一
般
）〉

●
概
要　
入
隊
後
約
１
年
で
陸
・

海
・
空
の
幹
部
自
衛
官
に
任
官
し

ま
す
。

●
受
付
締
切　
６
月
13
日（
木
）

●
試
験
期
日　
６
月
22
日（
土
）

〈
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
科
）〉

●
概
要　

歯
科
は
入
隊
後
６
週

間
、
薬
剤
科
は
入
隊
後
約
１
年
で

陸
・
海
・
空
の
幹
部
自
衛
官
に
任

官
し
ま
す
。

●
受
付
締
切　
６
月
13
日（
木
）

●
試
験
期
日　
６
月
22
日（
土
）

〈
一
般
曹
候
補
生
〉

●
概
要　
基
幹
要
員
で
あ
る
陸
・

海
・
空
曹
と
し
て
必
要
な
資
質
を

養
い
ま
す
。

●
受
付
期
間　

７
月
１
日（
月
）

～
９
月
３
日（
火
）

●
試
験
期
日　

９
月
20
日（
金
）

～
22
日（
日
）※
い
ず
れ
か
１
日
を

指
定
さ
れ
ま
す
。

〈
自
衛
官
候
補
生
〉

●
概
要　
任
期
制
の
自
衛
官
。
資

格
や
技
術
を
身
に
着
け
、
就
職
・

進
学
・
継
続
を
選
択
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
お
り
ま
す
。

●
試
験
期
日　
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〈
採
用
説
明
会
の
ご
案
内
〉

●
日
時　
平
日　
午
前
10
時
～
午

後
５
時

土
・
日
・
祝
日　
事
前
予
約
制　

平
日
営
業
時
間
内
で
の
事
前
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
会
場　
亀
岡
募
集
案
内
所

●
内
容　
自
衛
官
の
仕
事
と
生
活

及
び
採
用
種
目
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

●
対
象　
学
生
・
一
般
・
保
護
者

の
方
等
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

問
防
衛
省　
自
衛
隊
京
都
地
方
協

力
本
部　
亀
岡
募
集
案
内
所

〒
亀
岡
市
古
世
町
西
内
坪
34
－
26

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
４
－
４
１
７
０

HP「
自
衛
隊　
京
都
」で
検
索

6月1日は住宅用火災警報器の日
　住宅用火災警報器は、大切な命を火災か
ら守ります。
・ 住宅用火災警報器をまだ設置されていな

いご家庭は、大切な命を火災から守るた
め、必ず設置してください。

・ 住宅用火災警報器は、寝室、台所、階段
（寝室が2階以上にある場合）に必ず設置
してください。

・ 既に設置されているご家庭は、点検ボタ
ンまたは点検ヒモで作動テストを行い、
維持管理に努めましょう。

・ 住宅用火災警報器は、古くなると電池や
内蔵電子部品の劣化のため、火災を感知
しない恐れがあります。設置後約10年を
目安に、電池または本体を交換してくだ
さい。

問園部消防署予防課予防係　
ＴＥＬ0771-62-0119

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

援
助
が
必
要
な
方
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
く
て
も
援
助
が
必
要
な
方
が

い
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、
電
車
内
で
席
を
ゆ
ず
る
、

困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
声
を
か
け
る
等
、

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

問京都府障害者支援課
ＴＥＬ（075）414-4598
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相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談
(要予約)

6月12日、26日
(いずれも水曜日)

①14：00～
②15：00～

予約時に
案内します。

人権政策課
ＴＥＬ0771-68-0015

特設人権相談
(要予約) 6月11日(火) 13：30～16：00 八木市民センター

会議室

京都地方法務局園部
支局
ＴＥＬ0771-62-0208

健
康

出張がん
個別相談
(要予約)

6月18日(火)
※実施日の前日午後
4時までに予約

13：30～15：30 京都府南丹保健所
京都府がん総合
相談支援センター
ＴＥＬ0120-078-394

福　
祉

身体障害者巡回相
談(整形)

6月14日(金)
6月5日(水)までに予
約

9：45～11：15 園部文化会館
3階研修室

社会福祉課
ＴＥＬ0771-68-0007

障害年金相談
(要予約) 6月25日(火) 13：00～17：00 市役所中央庁舎

1階相談室
市民課
ＴＥＬ0771-68-0011

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談
(要予約)

弁護士による相談
6月19日(水)
※6月12日(水)までに
予約
司法書士による相談
7月17日(水)
※7月10日(水)までに
予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
1階相談室 福祉相談課

ＴＥＬ0771-68-0023

社会福祉士による
相談(月曜日～木曜
日)

9：00～16：00 市役所ほか

なんでも相談

6月15日(土)

13：00～15：00

そよかぜ美山
社会福祉課　
ＴＥＬ0771-68-0007

6月24日(月) そよかぜ八木
6月25日(火) そよかぜ日吉
6月28日(金) 京都太陽の園分場

く
ら
し

無料税務相談
(要予約)

6月6日(木)

13：30～16：30

亀岡商工会議所
園部納税協会
ＴＥＬ0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中までに予約

6月13日(木) 園部納税協会
6月20日(木) 亀岡商工会議所
6月27日(木) 園部納税協会
7月4日(木) 亀岡商工会議所

看護職無料職業
相談所 7月3日(水) 9：30～12：00 ハローワーク園部

京都府ナースセンタ
ー
ＴＥＬ075-222-0316

行
政
・
法
律

行政相談 6月11日(火) 13：30～15：30 園部文化会館
3階会議室

行政監視行政相談課
ＴＥＬ075-802-1100
総務課
ＴＥＬ0771-68-0002

京都府無料法律相
談(先着順8名)

7月1日(月)
※6月26日(水)以 降
に午前9時から予約

13：30～16：30 京都府園部総合庁舎
1階

南丹広域振興局園部
地域総務防災課
ＴＥＬ0771-62-0360

無料法律相談会
(要予約)

6月18日(火)
13：00～16：00

日吉生涯学習センタ
ー第2会議室

総務課
ＴＥＬ0771-68-0002
※前日正午までに予
約7月9日(火) 八木市民センター会

議室
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子
育
て
支
援

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

７
月
事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
７
月
の
事
業
の
申
し
込

み
受
付
は
、
６
月
３
日（
月
）か
ら

行
い
ま
す
。

●
集
合
時
間　
開
始
時
間
の
15
分

前
に
は
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

●
参
加
人
数　
親
子
40
人
程
度

●
行
事
は
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
、
横
田
公
民
館
で
行
い
ま

す
。

※
気
象
警
報
発
表
等
に
よ
り
、事
業

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
お
話
会
〉　

●
日
時　
７
月
17
日（
水
）　　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
場
所　
横
田
公
民
館

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉　

●
日
時　
７
月
24
日（
水
）　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
０
歳

～
）〉　

●
日
時　
７
月
26
日（
金
）　　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
バ
ス
タ
オ
ル

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
子
育
て
広
場
１
歳
～　
水
遊
び
〉

●
日
時　
７
月
11
日
、
18
日
、
25

日
い
ず
れ
も
木
曜
日

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
水
着（
水
遊
び
用
パ
ン
ツ
）、
オ

ム
ツ
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
着
替
え

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

催
し

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト

サ
ポ
ー
ト
相
談
会

　
新
規
参
加
の
方
、
活
動
量
計
や

か
ら
だ
カ
ル
テ
等
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
の
相
談
、
サ
ポ
ー
ト
を
し

ま
す
。

●
日
程
・
場
所

・
６
月
11
日（
火
）園
部
文
化
会
館

３
階
大
会
議
室

・
６
月
12
日（
水
）八
木
市
民
セ
ン

タ
ー
３
階
防
災
ル
ー
ム

・
６
月
13
日（
木
）日
吉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

・
６
月
14
日（
金
）保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
美
山
分
室
会
議
室
※
南
丹
み

や
ま
診
療
所
の
横
に
あ
り
ま
す

●
時
間　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

●
内
容（
共
通
）　

・
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
動

画
に
よ
る
概
要
説
明
は
午
前
10
時

開
始

・
個
別
相
談（
受
付
時
間
内
）

●
定
員　
各
日
20
人

●
申
請
期
限　
各
実
施
日
の
３
日

前
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

●
持
ち
物
：
新
規
参
加
者
の
方　

初
回
登
録
セ
ッ
ト

継
続
参
加
者
の
方
：
活
動
量
計
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
お
持
ち
の
方
）

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

わ
く
わ
く
な
ん
た
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
体
力
測
定
」

●
日
時　
６
月
23
日（
日
）

一
部　
午
後
1
時
～
2
時
30
分

（
受
付
：
午
後
0
時
30
分
）

二
部　
午
後
2
時
30
分
～
4
時

（
受
付
：
午
後
2
時
）

●
場
所　
園
部
小
学
校（
体
育
館・

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

●
申
込
期
限　
６
月
17
日（
月
）

●
対
象　
南
丹
市
在
住

一
部　
50
歳
以
上　
定
員
50
名

二
部　
小
学
生
以
上　
定
員
50
名

※
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
持
参

※
小
学
生
参
加
の
場
合
、
保
護
者

の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

※
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、
健
幸

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
50
ポ
イ
ン
ト
付
与
）

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

ど
る
ち
ぇ
の
つ
ど
い　

ト
ー
ク
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
い
つ
も
思
っ
て
い
る
こ
と
や
感

じ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
い
情
報

交
換
を
し
ま
し
よ
う
。
築

百
四
十
五
年
の
古
民
家
と
枯
山
水

の
庭
が
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日
時　
６
月
８
日（
土
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所　
ど
る
ち
ぇ
の
家（
Ｊ
Ｒ

八
木
駅
西
口
前
）

●
内
容　
古
民
家
を
会
場
と
し
た

地
域
住
民
の
交
流
会　

●
定
員　
25
名

●
申
込
方
法　
「
氏
名
・
電
話
番

号
」を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ど
る
ち
ぇ
の
家　

ＴＥＬ
ＦＡＸ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
２
５
１

七
夕
映
画
会

「
こ
ん
に
ち
は
、
母
さ
ん
」

　
吉
永
小
百
合
さ
ん
、
大
泉
洋
さ

ん
主
演
、
山
田
洋
次
監
督「
こ
ん

に
ち
は
、
母
さ
ん
」を
八
木
町
文

化
協
会
主
催
に
よ
る
七
夕
映
画
会

と
し
て
上
映
し
ま
す
。

●
日
時　
７
月
６
日（
土
） 　

・
１
回
目　
午
前
10
時
～
正
午

・
２
回
目　
午
後
２
時
～
４
時

●
場
所　

八
木
市
民
セ
ン
タ
ー 

文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料
　

大
人
８
０
０
円　

高
校
生
以
下
５
０
０
円

小
学
生
以
下
無
料

●
入
場
券　
前
売
り
券
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
日
の
料
金
お
支
払
い
と

な
り
ま
す
。
１
時
間
前
か
ら
入
場

で
き
ま
す
の
で
、
時
間
に
ゆ
と
り

を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
１
５
０
席
配
置
）

問
八
木
町
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

　
　

くわしくはこちら

申込フォーム
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令
和
６
年
度
園
部
女
性
の
館

講
座
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

〈
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
〉

　
四
季
折
々
の
花
を
ヨ
ー
ロ
ピ
ア

ン
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
暮
ら
し
に

華
や
か
さ
と
癒
し
を
。

●
日
程　

７
月
６
日
、
８
月
３

日
、
９
月
７
日
、
10
月
５
日
、
10

月
19
日
、
11
月
２
日
、
12
月
７
日

（
各
土
曜
日
）

●
時
間
・
場
所　
午
前
10
時
～
正

午
：
美
山
文
化
ホ
ー
ル
１
階
会
議

室午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
：
園

部
女
性
の
館

●
定
員　
15
人

●
持
ち
物　
生
け
花
用
は
さ
み
、

持
ち
帰
り
袋

〈
こ
も
の
物
語
〉

●
日
程　

７
月
５
日
、
８
月
２

日
、
９
月
６
日
、
10
月
４
日
、
11

月
１
日
、
12
月
６
日（
各
金
曜
日
）

●
時
間　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

正
午

●
場
所　
園
部
女
性
の
館

●
定
員　
10
人

●
持
ち
物　
裁
縫
道
具

〈
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
〉

●
日
程　

７
月
13
日
、
８
月
10

日
、
９
月
14
日
、
10
月
12
日
、
11

月
９
日
、
12
月
14
日　
（
各
土
曜

日
）

●
時
間　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

正
午

●
場
所　
園
部
女
性
の
館

●
定
員　
10
人

●
持
ち
物　
裁
縫
道
具

〈
さ
を
り
織
り
〉

●
日
程　
７
月
18
日
、
８
月
22
日

（
各
木
曜
日
） 

●
時
間　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分（
※
１
日
講

座
）

●
場
所　
園
部
女
性
の
館

●
定
員　
10
人

●
持
ち
物　
ミ
シ
ン（
あ
る
方
の

み
）、
裁
縫
道
具
、
お
弁
当

〈
着
物
リ
メ
イ
ク
〉

●
日
程　

７
月
19
日
、
８
月
16

日
、
９
月
20
日（
各
金
曜
日
） 

●
時
間　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分（
※
１
日
講

座
）

●
場
所　
園
部
女
性
の
館

●
定
員　
10
人

●
持
ち
物　
ミ
シ
ン（
あ
る
方
の

み
）、
反
物
・
着
物
を
ほ
ど
い
た

物（
あ
る
方
の
み
）、
裁
縫
道
具
、

お
弁
当

〈
ヨ
ガ
教
室
〉

●
日
程　

７
月
２
日
、
８
月
６

日
、
９
月
３
日
、
10
月
１
日
、
11

月
５
日
、
12
月
３
日（
各
火
曜
日
）

●
時
間　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

●
場
所　
園
部
女
性
の
館

●
定
員　
10
人

●
持
ち
物　
水
筒
・
タ
オ
ル

〈
布
あ
そ
び
〉

●
日
程　

８
月
10
日
、
９
月
14

日
、
10
月
12
日　
（
各
土
曜
日
）

●
時
間　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所　
園
部
女
性
の
館

●
定
員　
10
人

●
持
ち
物　
裁
縫
道
具

〈
共
通
事
項
〉

●
運
営
協
力
金　
各
講
座
と
も
１

回
５
０
０
円

●
申
込
方
法　
６
月
15
日（
土
）ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
園
部
女
性
の
館
運
営
委
員
会

（
園
部
女
性
の
館
内
）（
日
・
月
・

祝
休
館
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
３
－
２
９
８
６

健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
日
時　
６
月
12
日
、
26
日（
各

水
曜
日
）午
前
10
時
30
分
～
正
午

●
場
所　
五
ケ
荘
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
森
の
学
び
舎　
五
ケ
荘
）

●
内
容　

健
康
体
操
、
健
康
教

室
、
福
祉・介
護
に
関
す
る
相
談
、

サ
ロ
ン

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
７
３
－
０
６
０
５

地
域
密
着
型
の
直
売
所

「
～
自
然
の
恵
み
～
畑
郷
家
」

　
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
の
野
菜

と
お
米
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
工
芸

品
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
場
所　
日
吉
町
畑
郷
八
坂

45

−

１

問
畑
郷
家

ＴＥＬ
０
１
２
０
－
３
９
－
８
５
０
８

め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ぎ
か

ょ
！

　
め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
電
話
で
。

●
日
時　
毎
月
第
４
土
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　
　

●
場
所　
八
木
町
本
町
通
り
商
店

の
駐
車
場

●
出
店
参
加
費　
参
加
店
募
集
中

年
会
費
１
店
舗
３
，
０
０
０
円

参
加
費
毎
回
１
店
１
，
０
０
０
円

●
内
容　
テ
ン
ト
・
机
は
各
自
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
や
ぎ
の
青
空
市
実
行
委
員

会（
め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
）廣
瀨

ＴＥＬ
０
９
０
－
４
２
９
０
－
２
０
８
４

丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら

お
知
ら
せ

〈
天
文
教
室
〉

●
日
時　
６
月
15
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

●
場
所　
丹
波
天
文
館

●
内
容　
月
・
春
の
星
座
な
ど
の

観
望
し
て
み
よ
う

●
参
加
費　
３
０
０
円

●
定
員　
30
名
程
度

●
対
象　
小
学
生
以
上（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
上
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
ヨ
ガ
教
室
〉

●
日
時　
６
月
28
日（
金
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
場
所　
京
都
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
研
修
室

●
内
容　
ヨ
ガ
の
基
礎
を
学
び
、

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ

う
。

●
参
加
費　
７
０
０
円（
当
日
）

問
丹
波
自
然
運
動
公
園

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５
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企業版ふるさと納税の取組みについて

寄附を頂いた企業様一覧

　令和５年度に企業版ふるさと納税で南丹市を応援いただいた企業様を紹介します。いただきました総
額3,040万円の寄附は、南丹市地域創生推進プロジェクトとしてなんたん健幸ポイント事業、映画を活
用したシティプロモーション事業、教育施設改修・整備事業に活用させていただきました。

企業版ふるさと納税とは？
南丹市が行う地方創生の取り組みに対して、市外企業が
寄附を行った場合に、法人関係税を税額控除する制度で
す。新たなパートナーシップの構築や社会貢献のPR効果
も期待されます。

　　　　　市が地域再生計画に定める事業に寄附

事業の実施に活用　　

問商工観光課　ＴＥＬ0771-68-1008

・株式会社萩本建築設計事務所
・株式会社内藤建築事務所
・有限会社JTO物流
・株式会社Amane
・株式会社KPG HOTEL & RESORT
・株式会社basis
・エニーキャリア株式会社

※ご寄附日順・敬称略

市外企業

南丹市

南丹市立図書館(中央図書館・八木図書室・日吉図書室・美山図書室)休館日：毎週月曜日・祝日
TEL（0771）68-0080（中央図書館）ホームページ：https://www.Iics-saas.nexs-service.jp/nantan/

　上位に入った本の中に気になるものがありましたら、予約・取り寄せはお電話または図書館ホーム
ページからWEB予約によりできますので、是非チェックしてみてください。

図書館へようこそ　No.107

2023貸出数ランキング
一般書 絵本・児童書
１位　汝、星のごとく(凪良ゆう) １位　みかんきょうだいのたんけん

(ホソカワレイコ)
２位　くもをさがす(西加奈子)

２位　パンどろぼう おにぎりぼうやのたびだち
(柴田ケイコ)３位　魔女と過ごした七日間(東野圭吾)

４位　同志少女よ、敵を撃て(逢坂冬馬)
３位　パンどろぼうｖｓにせパンどろぼう

(柴田ケイコ)５位　ラブカは静かに弓を持つ(安壇美緒)

６位　黄色い家(川上未映子) ３位　ぼくはいったいどこにいるんだ
(ヨシタケシンスケ)

７位　図書館のお夜食(原田ひ香)

８位　税金で買った本２・３(ずいの原作) ５位　大ピンチずかん(鈴木のりたけ)

９位　税金で買った本１(ずいの原作)

９位　成瀬は天下を取りにいく(宮島未奈)
５位　はみがきれっしゃしゅっぱつしんこう！

(くぼまちこ)

あたたかなご支援、
ありがとうございました。
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,816人（＋11）
　（男：14,486人

（＋19）
・女：15,330人

（−8）
）

●世帯数：14,316世帯（＋67）
（令和6年5月1日現在）

（　）内は前月比

　

今
号
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
が
、皆
さ
ん

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
た

か
。
最
近
は
気
温
も
上
が
り
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
外
出
す
る

機
会
も
増
え
て
く
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
事
故
な
ど
に
は

十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

 

編
集
後
記

が
増
加
。
家
族
で
行
く
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で

メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
は
濃
い
味
や
わ
か
り
や
す
い
味

に
し
か
美
味
し
さ
を
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

不
安
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
味
覚
が
鈍
っ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
が
増
え
る
。

　

南
丹
市
で
は
毎
年
食
育
教
育
の
一
環
と
し
て
、
地

元
の
野
菜
な
ど
の
食
材
を
使
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
や
、
う
す
味
習
慣
を
身
に
つ
け
、
健
康
な
体
づ

く
り
を
お
こ
な
う
事
を
目
的
に「
健
幸
・
食
育
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
。
市
内
小
中
学
生
考
案
の
レ
シ

ピ
が
４
０
０
点
近
く
集
ま
る
。
レ
シ
ピ
考
案
に
は
家

族
の
助
言
も
欠
か
せ
な
い
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
家

庭
が
食
事
を
考
え
る
学
び
の
場
と
な
る
。
そ
し
て
、

た
ま
に
は
鰹
節
や
昆
布
で
だ
し
を
取
り
、
旬
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
が
食
卓
の
一
品
に
加
わ
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
た
ま
に
は
子
ど
も
連
れ
で
和
食
に
秀
で
た
店

で
食
事
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
素
材
の
風
味
を
味
わ

い
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
味
覚
は
豊
か
に
な
り
、
食

事
に
対
す
る
認
識
も
豊
か
に
な
る
。
必
ず
や
健
康
な

身
体
づ
く
り
や
生
活
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

南
丹
市
長　
西
村
良
平

　

壬
生
菜
や
水
菜
、
鮎
、
黒
豆
、
山
椒
、
栗
等
々
南

丹
市
に
は
お
い
し
い
食
材
が
豊
富
。
移
住
者
の
知
人

の
プ
ロ
料
理
人
が「
地
域
の
野
菜
を
は
じ
め
多
種
多
様

な
食
材
が
と
て
も
お
い
し
い
」と
言
う
。
採
れ
た
て
の

新
鮮
さ
と
、
寒
暖
差
あ
る
気
候
で
育
っ
た
野
菜
の
甘

味
を
絶
賛
す
る
。
料
理
人
な
の
で
と
り
わ
け
食
材
の

質
に
は
敏
感
だ
。
加
え
て
彼
は
、「
せ
っ
か
く
の
食
材

の
味
を
殺
さ
ぬ
よ
う
に
気
を
遣
う
」と
語
る
。

　

料
理
を
楽
し
む
た
め
に
は
匂
い（
臭
覚
）や
見
た
目

（
視
覚
）、
舌
触
り（
触
覚
）の
ほ
か
、
音
や
光
な
ど
五

感
を
使
う
。
当
然
大
切
な
の
が
味
覚
だ
が
、
か
の
料

理
人
は「
大
人
も
子
ど
も
た
ち
も
、
お
い
し
い
も
の
を

お
い
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
味
覚
が
鈍
化
し
な
い
か
不

安
」と
こ
ぼ
す
。

　

味
覚
と
は
、
甘
味
・
塩
味
・
う
ま
味
・
酸
味
・
苦

味
の
５
つ
の
味
が
基
本
。
甘
味
は
糖
分
、
塩
味
は
ミ

ネ
ラ
ル
、
う
ま
味
は
タ
ン
パ
ク
質
の
存
在
を
知
ら
せ

る
。
酸
味
は
食
べ
物
が
未
熟
若
し
く
は
腐
敗
、
苦
味

は
毒
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
子
ど
も
が
嫌
が
る
味
。

苦
い
ピ
ー
マ
ン
や
ほ
う
れ
ん
草
、
酢
の
物
の
類
だ
。

人
間
の
本
能
が
、「
こ
れ
は
有
害
だ
」と
判
断
し
て
い

る
か
ら
と
言
わ
れ
る
。

　

味
覚
は
、
幼
少
期
に
土
台
が
で
き
る
。
こ
の
時
期

の
食
事
は
子
ど
も
の
味
覚
形
成
に
お
い
て
特
に
重
要
。

添
加
物
た
っ
ぷ
り
の
食
品
や
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
・

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
な
ど
の
高
カ
ロ

リ
ー
、
高
塩
分
な
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
を
食
べ
る
機
会

▲庭のジンジャーリリーの花

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　

広
報
南
丹
４
月
号
の
記
事
に
次
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◇
７
ペ
ー
ジ
：
上
段

（
誤
）片
桐
敏
郎
さ
ん

（
正
）片
桐
利
郎
さ
ん

広報南丹


